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Characteristic of children's clothes for the ShichiGo-San Festival 

































































(1882))、明治中期（明治 16年 (1882)--30 





































































































































































































































































































































































明治33年 (1900) 桜鼠 • 紅掛藤 ・牡丹色
明治34年 (1901 ) 紫 ・ 紫紺 • 御納戸色 • 白茶、
桜鼠 ・苅小豆色など (7歳）
紅藤 • 紅紫紺 ( 3 歳）
明治35年 (1902) 黒 • 紫 • 紫紺 ・褐 0勝）色 (7
歳）、赤色系(3歳）小町納戸、
櫻鼠







































































































































































大正元年 (1912) 蝶•鳥・業平菱•楽器 (7 歳・
藤原式模様）





























































































































































































































































































































































善運動と流行、クレス出版、解説p.1 -3 (2015) 
24)大正 14年 (1925)刊「主婦之友」には「和
服を滸た子どもを見ることが珍しいほどになり、
加えて婦人の洋装が増えた」という記事がある。
高橋晴子：「年表近代日本の身装文化」、三元
社、 p.321(2007) 
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